
トラブルが続くシールドマシン
ーー住民の安全は担保されるのかーー

●シールドマシンの工事が行われる地域で、事業者は「地表面への影響
はない」と説明する。だが実際には、シールドマシンは各地で振動、騒
音、地表面の隆起と沈下、陥没、その他トラブルを起こしている。

●ある地盤工学の専門家によれば、シールドマシンの直径が８ｍくらい
の時代では、トンネル直径の1.5倍の土被りがあれば地表面に影響を与え
ないと言われていた。だがシールドマシンの直径が時代とともに大型化
するにつれて、土被りが直径の1.5倍以上あってもトラブルが相次いでい
る。

●今回のセミナーでは、それらトラブルがいつどこで発生したかを整理
し、特に看過できない地域に住む当事者の報告を行う。



陥没した！
2020年10月18日、東京都調布市東つつ
じヶ丘2丁目の生活道路が「ドーン」とい
う音を立てて陥没した。

１カ月前にその地下47ｍで、直径16ｍの
巨大シールドマシンが高速道路「東京外
かく環状道路」の建設のため掘削をして
いた。

原因は、土砂を掘削しやすいようシェー
ビングクリーム状の「気泡薬剤」を投入
しすぎた結果、地盤が緩み、地上までの
土砂が連続的に落下し、それをマシンに
取り込み過ぎたことだった。

シールドマシン・トラブルの象徴的事故
ーー東京都調布市での陥没事故ーー



直径16ｍのシー
ルドマシン（東
京都ＨＰから）



住民は「振動」と「騒音」を訴えていた
陥没の前月の9月、シールドマシンはすでに世田谷区から調布市に入ってい
たが、調布市にはいると、多くの住民から苦情が上がった。

★振動 外よりも家屋内でこそ振動を覚える住民は多発。特に女性にその傾向が多かった。「震度
2のような揺れが1日中続いた」、「ウォーターサーバーの水面がユラユラ揺れた」など。

★騒音 やはり家屋内でこそ重低音が聞こえた。ド・ド・ドという音が鳴りやまなかった。

★亀裂や不等沈下 家屋や塀に亀裂が走った。ドアが閉まらなくなった。寝ている間に布団ごと部
屋の隅に移動するなど床が傾いた。



★住民団体「外環被害住民連絡会・調布」は、陥没現
場周辺の約700ｘ200ｍの範囲内の戸建住宅308軒にアン
ケート調査を実施。132軒から回答を得た。わかったこ
とはーー

▼構造物被害58八軒→ドアや床の傾きが19件、コンクリートの

ひび割れが17件等々

▼体感的被害102軒→振動95件、騒音72件、低周波音51件



掘削と被害の相関関係が明らかに（「市民科学研究室」の

調査から）



酸欠気泡も
頻発

2018年から、シールド
マシンが稼働する直上の
野川で何度も酸欠気泡が
発生している。これは
シールドマシンに使用し
た「気泡薬剤」が回収さ
れることなく、そのまま
大気に放出されるからだ



排出される酸欠気泡は致死レベル
野川で採取された気泡を
測定すると６％台。これ
は人が吸引すれば、数分
で致死するレベルだ。特
に川遊びをする子どもた
ちが興味津々で吸い込む
ことが怖い。

川の場合は気泡が見える
が、井戸や地下室などへ
の漏れも想定される。だ
が、ＮＥＸＣＯは「酸欠
空気は大気ではすぐに拡
散されるので危険ではな
い」と主張する。



相次ぐシールドマシンの事故事例①



相次ぐシールドマシンの事故事例②

★2018年から22年の5年間だけでこれだけのトラブルが発生しているのは注目していい。



事例10と12の説明
事例10 2022年11月２日。北海道新幹線のシールド工区

（札幌市）で、シールドマシンに使用した気泡薬剤と土砂が
地表に大量流出。ところが翌日には工事再開。すぐ近くには
住宅街もあるが、問題は、ほとんどの住民が「シールドマシ
ン」「気泡薬剤」という言葉すら聞いたことがなく、外環の
陥没事故を思い起こさせるような報道もないこと。

事例12 横浜市港北区。相

鉄東急直通線・新横浜
トンネル工事（鉄道機構）。

直径約10ｍ。2020年6月12日と
30日。新横浜駅近くの幹線道路
が相次いで陥没。地下18～19ｍ
でシールドマシンが土砂を取り
込み過ぎたことが原因。



リニアでのトラブル①

１：北品川非常口 2021年10月14日。直径14ｍのシールドマシンが半年間
で300ｍだけを掘削する「調査掘進」開始。 だが！

半年たっても50ｍ掘削されただけでマシンは止まった。

原因は、掘削土がマシンのカッターの添加剤吹き出し口
に詰まったり、マシンの前面にへばりついたため

工事再開は2023年５月10日。だが７月には再び中断。
掘った土の一部がシールドマシン外側の一カ所に少しず
つ付着して密に固まり、その圧力でマシン内側に７cm
のへこみができ、トンネル内壁になるセグメント（壁面
ブロック）が最大3cmほど内側寄りに組み上がるなどの
不具合が生じたため。 9月21日現在、掘進長は124ｍ。
まだ半分も終わっていない。工事は約2年遅れることに
なる。



リニアでのトラブル②
●春日井非常口 2022年7月６日、発進直後、非常口内部のコンクリート壁を削ったこ

とでカッターの一部が欠けて作業停止。その掘進距離、わずか40センチ。2023年9月時点
でも再開していない。（写真は2021年12月24日の朝日新聞から）

●東百合丘非常口（川崎市）
2023年3月30日。半年で150ｍの調査掘
進が発進。およそ半年後の9月20日でも
掘進距離は112ｍ

●梶ヶ谷非常口（川崎市） 2023

年3月27日。半年で250ｍの調査掘進が
発進。だがおよそ半年後の9月20日で
も掘進距離は75ｍ



なぜシールドマシンにトラブルが続くのか？

• 地盤の研究を進める環境地盤研究所の徳竹真人所長 はこう解説する。

• 「かつては、複線鉄道の建設で、シールドマシンの直径８ｍが主流だった
ころは、運用にほとんど問題はなかった。土質力学の専門家などは『トン
ネル直径の1.5倍以上の土被りがあれば地上に影響ない』と学会などで述
べていた。ただこれは、そういう理論に基づいて工事したというより、工
事の実績でわかった経験値に過ぎない。

• 問題は、近年、トンネル直径が徐々に巨大化し、リニアで14ｍ、外環で16
ｍです。私が懸念するのは、こんな大口径トンネルに従来の経験値がその
まま適用できるかです。実際、調布では直径16メートルのトンネルに対し
て、土被りの47ｍその３倍弱もありながら、大深度からの振動、騒音、そ
して陥没というそれまでの『常識』外のことが起きました」

• そして、「従来の計算モデルの適応限界を誰も経験していない」と明言し
た。これは今後もトラブルが続くということ？



今回扱うシールドマシンの事例１ 圏央道・横浜環状南線
NEXCO東日本による「圏央道・
横浜環状南線」の横浜市栄区の
工区では、 2021年６月に発進し
た直径15ｍのシールドマシンが
翌月に停止。NEXCOは「モー
ターの故障」と説明したが、再
開は７か月もあとだった。地元
住民は、本当の原因を知りた
がっている。

掘削再開後、ルート周辺
の家屋では振動や騒音が
発生している。この事実
があっても、取材に来る
メディアはない…。



今回扱うシールドマシンの事例２ 広島高速５号線

事例６で紹介した「広島高速５号線」の「二葉山ト
ンネル」は調布市と同じく、住宅地の真下を、しか
も地下30ｍ前後という浅い深度で掘削するので、振
動と騒音、家屋や塀での亀裂、ドアが閉まらなくな
るなどの被害が深刻な問題となった。

わずか1.4Kmのシールド工区に、シールドマシンがトラブ
ル続きで60回以上も停止し、５年以上経ってもまだ掘削中
だ。被害は… 障子が閉まらなくなった。

路面が隆起や沈下している 盤面が浮き上がり落下しそうだ。

だが！
事業者の「広島高速道路公
社」はトンネル掘削終了後の
事後家屋調査をしてから被害
かどうかを認定するとして、
現時点ではどれも被害と人し
ていない。住民は補償をあと
何年待つのだろう。



今回扱うシールドマシンの事例3
リニア中央新幹線・相模原市の浅深度

★騒音や振動は他の事例よりもひどくなるかもしれない…。

●リニアのトンネルは、首都圏では東京23区・神奈川県川崎市、そして町
田市を「大深度」（概ね地下40ｍ以深）で掘削されるが、町田市から神奈
川県相模原市に入る直前から浅深度になり、相模原市ではトンネルの直径
14ｍよりも浅い土被りもある。

このため…

さらに！ ＪＲ東海は地権者と交渉して「区分地上権」を設定しなけ
ればならないが、提示する補償金が安すぎるし、地権者が
求める年間の賃貸料（地代）を払うつもりもない。このた
め交渉は難航するかもしれない。

ところが！



住民に寄り添わない自治体
リニアも外環道も広島高速5号線も横浜環状南線も、問題とされるのは、事業者の対住民姿勢
に加え、住民を守る自治体こそが住民を守らないことである。

相模原市は、街おこしの一環として、リニア駅周辺
開発を計画している。ところが、なぜか、リニア・
トンネルのほぼ直上に新しい道路建設を計画してい
る。緑色がリニア・トンネル。赤い線が新道路。道
路建設に伴い150人が立ち退き予定だ。

赤線が新道路の幅。都市計画として認可される
と、住民は強制収用の対象にされてしまう。住
民は大反対。市は市民とは話し合うとは言うが
「計画を変更するつもりはない」。



私たちに何ができるか１
住宅街の地下での掘削には問題山積みだが、市民に何ができるか？

★アナログ活動として 近隣家屋や街頭でのチラシ配布、集会、勉強会、議員・自治体・国との折衝
は必要。余力があれば該当パレードなども ★デジタル活動は必須。ＳＮＳ（ブログ、フェイスブッ
ク、ツイッター）での情報発信など。

そして！

市民科学研究室は今、調布市（外環
道）や横浜市（横浜南環状線）の工事
エリアに住む数世帯の住民宅に、騒音
計測アプリを入れたアイフォンを置い
て、その振動データを24時間、電気通
信大学のサーバーに送っている。これ
で、工事前と工事中、工事後のビ
フォー・アフターのデータが取れるこ
とで、振動が工事によるものだと証明
できる。

たとえば！ 以下の取組みがある



私たちに何ができるか２ ｰｰ市民運動の連携を—
ここで書いてきたそれぞれの現場には様々な共通点がある

惜しむらくは、共通の問題を抱え
る市民が連携していないこと。互
いの現場の状況を知ることもない

だが！

2022年６月27日。国際NGO「FoE JAPAN」主催
で、リニア、北海道新幹線、北陸新幹線に係る３
団体のオンラインシンポジウムが開催。北海道新
幹線の要対策土問題を伝えた稗田さんの写真と証
言は圧倒的で、その後、北陸新幹線に係る市民団
体の間でその情報は共有されるにいたった。

要はこれら市民団体の間を行き来するコーディ
ネーター的組織が介在すれば、市民団体の連絡は
可能。このシンポ第４弾は23年12月中旬予定です

連携すれば、１＋１＝３になります。今がその時です。ご清聴ありがとうございました。
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